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ナ
テ
ィ
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フ
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ー
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小
学
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４
年

　松ま
つ
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悠ゆ
う

「
み
や
た
ん

　ひ
な
祭
り
」

街
か
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

　夫
、
私
、
娘
の
３
人
家
族
で
の

新
し
い
生
活
は
海
外
で
始
ま
り
ま

し
た
。
多
く
の
人
に
助
け
て
も
ら

っ
た
お
か
げ
で
、
初
め
て
の
子
育

て
に
不
安
も
不
自
由
も
な
く
、
多

様
な
文
化
の
中
で
の
暮
ら
し
は
新

た
な
発
見
の
連
続
で
し
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多
く
の
家

族
が「
家
族
の
時
間
」を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

特
に
夫
婦
の
様
子
は
日
本
と
は
大

き
く
違
い
ま
す
。子
ど
も
を
預
け
て

観
劇
や
食
事
を
楽
し
む
な
ど
、
夫

婦
の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　家
族
の
形
態
は
日
本
と
比
べ
る

と
多
様
で
す
。
夫
婦
や
子
ど
も
で

国
籍
が
違
っ
た
り
、
家
族
が
別
の

国
で
暮
ら
し
て
い
た
り
、
ワ
ン
オ

ペ
、
再
婚
家
族
、
共
同
育
児
、
養

子
縁
組
家
族
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

家
族
の
カ
タ
チ
が
あ
り
、
日
本
と

の
違
い
を
実
感
す
る
ば
か
り
で
し

た
。
他
者
を
認
め
て
共
存
す
る
様

子
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　そ
の
影
響
も
あ
り
、
帰
国
後
、

里
親
制
度
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

初
め
は
、
そ
の
認
知
度
と
普
及
率

の
低
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
で
も
何
か
役
に
立
て
る
こ
と

が
あ
る
な
ら
と
思
い
、
家
族
で
相

談
し
て
登
録
を
決
め
ま
し
た
。

　初
め
て
預
か
っ
た
子
ど
も
が
朝

食
で
「
え
っ
？
パ
ン
に
バ
タ
ー

を
塗
っ
て
く
れ
る
ん
や
」
と
言
っ

た
一
言
が
、
私
に
と
っ
て
非
常
に

衝
撃
的
で
、
今
ま
で
の
自
分
の
子

育
て
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
何
人
も
の
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
て
、
今
は
当
初
の
考
え

と
は
全
く
違
う
思
い
で
す
。
子
ど

も
た
ち
を
預
か
る
た
び
、
自
分
た

ち
が
気
付
く
こ
と
が
多
く
あ
り
、

そ
の
都
度
、
家
族
で
相
談
し
、
最

善
の
道
を
考
え
模
索
し
続
け
て
い

ま
す
。

　西
宮
に
住
居
を
移
し
て
４
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

西
宮
市
の
「
子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
」
の
里
親
と
し
て
も
参
加
し

て
い
ま
す
。「
ま
た
来
た
よ
！
」と

言
っ
て
同
じ
子
が
繰
り
返
し
や
っ

て
来
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
実
子

も
「
家
族
が
増
え
て
楽
し
い
」
と

積
極
的
に
家
事
を
手
伝
い
ま
す
。

現
在
の
不
規
則
な
家
族
の
形
態
を

理
解
し
、
受
け
入
れ
て
い
る
わ
が

家
も
ま
た
、
新
し
い
時
代
の
多
様

化
す
る
家
族alternative

（
代
替

え
の
）fam

ily

（
家
族
）、「
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
な
の
だ

な
と
思
い
ま
す
。

門
戸
岡
田
町

　Ｍ
・
Ｍ

エッセイ
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

日
時

5
月
17
日
㈯

講
師

兵
庫
県
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

学
長
　田
辺
　眞
人
氏

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
80
人

段
上
公
民
館☎

53
・
0
9
3
1

☆
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト

„心
躍
ら
す

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
“

日
時

3
月
16
日
㈰

演
奏
者

　イ
サ
ジ
ャ
ミ
ン
グ
氏

定
員

当
日
先
着
60
人

高
木
公
民
館☎

65
・
1
5
6
9

☆
災
害
に
備
え
て
防
災
講
座

日
時

3
月
15
日
㈯

講
師

市
・
防
災
危
機
管
理
課

大
部
　亮
汰
氏

大
田
　紀
彦
氏

場
所

3
階
講
堂

定
員

当
日
先
着
60
人

☆
美お

い味
し
い
笑
顔
の

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時

3
月
22
日
㈯
11
時
~
13
時

講
師

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
み
か
わ

　み
き
氏

場
所

２
階
調
理
実
習
室

定
員

12
人

対
象

小
学
１
~
６
年
生

参
加
費

　７
０
０
円

※
詳
細
は
、
公
民
館
に
問
い
合
わ

　せ
て
く
だ
さ
い

☎
51
・
3
7
4
8

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

3
月
23
日
㈰

出
演

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
80
人

☆
質
の
良
い
睡
眠
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
講
座

　~
背
骨
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

自
律
神
経
を
整
え
よ
う
~

日
時

4
月
15
日
㈫
⑬
時
㉚
分
　

　
　~
⑮
時

講
師

Sintex®

認
定
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　健
康
管
理
士

　

繁
田

　み
の
り
氏

場
所

講
堂

定
員

　当
日
先
着
40
人

☆
天
下
分
け
目
の
地
、
阪
神
地
域

　~
平
家
物
語
や

太
平
記
の
記
述
か
ら
~

甲
東
公
民
館

☆
音
で
つ
な
ぐ
地
域
の
絆

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
座

日
時

4
月
12
日
㈯

講
師

元
兵
庫
県
警
生
活
安
全
課
刑
事

鷹
取
　靖
彦
氏

場
所

3
階
講
堂

定
員

当
日
先
着
60
人

対
象

令
和
６
年
10
月
１
日
以
降

　
　
　生
ま
れ
の
子
と
母
親

　
　
　（１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　  

は
参
加
不
可
）

申
し

込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

段
上
児
童
館☎

53
・
8
3
0
3

☆
よ
ち
よ
ち
広
場

　「こ
ど
も
の
心
と
絵
本
」

日
時

　3
月
18
日
㈫

対
象

　０
~
２
歳

申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
ひ
ょ
う
ご
出
前
環
境
教
室

  「
お
も
し
ろ
環
境
化
学
実
験
」

日
時

3
月
25
日
㈫

対
象

小
学
生

申
し
込
み

要
申
し
込
み

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時

4
月
17
日
㈭

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⑩
時
㉚
分
~

⑪
時
㉚
分

⑩
時
㉚
分
~

⑪
時
㉚
分

15
時
~

16
時
30
分

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

　今
回
の『
宮
っ
子
』ふ
る
さ

と
甲
東
地
域
版「
す
ぽ
っ
と
」

で
取
り
上
げ
た「
門
戸
厄
神

で
あ
い
市
」は
、昨
年
11
月
で

１
０
０
回
を
迎
え
、
ま
た
、

今
年
４
月
１
日
に
は「
西
宮
市

市
制
１
０
０
周
年
」を
迎
え
ま

す
。さ
ら
に
、昭
和
で
数
え
る

と「
昭
和
１
０
０
年
」に
あ
た
る

メ
モ
リ
ア
ル
な
年
で
も
あ
り

ま
す
。
身
近
に
１
０
０
と
い

う
数
字
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
♡
し
ま

す
。　『宮

っ
子
』は
、
昨
年
10
月

に
45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

編
集
員
と
し
て
関
わ
っ
て

11
年
。
取
材
や
編
集
作
業
の

中
で
、
た
く
さ
ん
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何

よ
り
も
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
増
え
た
こ
と
は
、
人
生
の

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
員

　Ｓ
・
Ｈ

プ
チ
エ
ッ
セ
イ
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
※
交
流
会
に
参
加

古
着
リ
メ
ー
ク
で

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　樋
ノ
口
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は

な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」
が
、30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
平
成

６（
１
９
９
４
）年
に
、
子
ど
も
た

ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
い

と
、
当
時
の
谷
口
煕ひ

ろ
し

校
長
と
荻

野
幹
雄
教
頭
か
ら
保
護
者
に
話
が

あ
り
、
有
志
が
集
ま
っ
て
ス
タ
ー

ト
。
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
え
の
下
で
、
今
日
ま
で
活
動

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　教
室
で
の
読
み
聞
か
せ
以
外
に

も
、
大
市
八
幡
神
社
夏
祭
り
で
の

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
体

育
館
を
利
用
し
て
演
出
に
も
力
を

注
い
で
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
大

型
紙
芝
居
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

本
の
世
界
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
活

動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

﹃
宮
っ
子
﹄編
集
員
が
、ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
に
密
着
取
材
！

　休
み
時
間
に
な
る
と
、
猛
ダ
ッ

シ
ュ
で
体
育
館
へ
向
か
う
子
ど
も

た
ち
。ど
れ
だ
け
こ
の
時
間
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
舞
台
上
で
行
う
大
型

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
迫
真
の
セ
リ
フ
付

き
。
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
静
か
に
聞
き
入

り
、
時
に
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
る

な
ど
、存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
30
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
笑
顔
や
心

に
響
く
読
み
聞
か
せ
が
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　開
発
途
上
国
で
ご
み
の
減
量
や

分
別
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

９
カ
国
か
ら
の
研
修
生
と
甲
東
エ

コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と
の
交
流

会
が
、昨
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

関
西
学
院
大
学
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。

　交
流
会
で

は
、
た
く
さ

ん
の
国
の
人

と
話
が
で
き
、

す
て
き
な
機

会
を
得
ら
れ

て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

研
修
生
の
皆

さ
ん
は
、
ご

み
の
減
量
や

分
別
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
自
発

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
学
生

と
の
連
携
に
も
、
非
常
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　今
後
の
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

  

　エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ー
ム

　伊
藤

　夏
鈴

前
畑

　優
月

※
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　「
つ
ど
い
場
Ｃ
Ｏ

 

・Ｋ
Ｏ
」で
昨
年

の
12
月
21
日
に
、
甲
東
エ
コ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
議（
甲
東
エ
コ
）と
地

域
住
民
５
人
、
関
西
学
院
大
学
の

学
生
Ｃ
Ｏ（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

６
人
、
職
員
１
人
で
交
流
会
を
し

ま
し
た
。

　関
西
学
院
大
学
の
学
生
Ｃ
Ｏ
は
、

エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ー
ム
を
昨

年
の
秋
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。「
ま

ず
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」「
活
動
を
す
る
中
で
ど
う
や

っ
た
ら
地
域
の
人
た
ち
と
共
鳴
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
か
？
」「
そ
も

そ
も
エ
コ
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
」

と
手
探
り
状
態
で
の
進
行
で
し
た

が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
取

り
組
も
う
と
い
う
意
識
の
下
、
学

年
問
わ
ず
メ
ン
バ
ー
全
員
で
考
え

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
と
い
う
こ
と
で

リ
ー
ス
作
り
に
な
り
ま
し
た
。

1
人
1
枚
、
着
な
く
な
っ
た
服

を
持
ち
寄
り
、
学
生
Ｃ
Ｏ
が
段
ボ

ー
ル
で
作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
型
の
土

台
に
巻
き
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、

甲
東
エ
コ
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た

リ
ボ
ン
や
ビ
ー
ズ
、
花
な
ど
で
飾

り
付
け
を
し
ま
し
た
。
個
性
豊
か

な
か
わ
い
い
リ
ー
ス
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
作
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

き
れ
い
な
リ
ボ
ン
の
作
り
方
や
飾

り
の
選
び
方
を
相
談
し
た
り
し
て
、

結
果
的
に
全
員
と
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
使
っ

て
新
た
な
も
の
を
作
り
出
す
機
会

は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
古
着
は
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、ま
た
リ
メ

ー
ク
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ー
ム

　
　
　

  

山
根

　綾
乃

松
本

　
　梓

辻
村

　心
暖

日本文化、折り紙で交流。  「楽しかった！」

かわいいリースが完成♡

大市八幡神社夏祭りの様子

▼手作りカードのプレゼント ▼紙芝居『ともだちくるかな』

迫力満点！  息の合ったボランティアの声色♪

眠っていた服が
X'masリースに

さ
ら
に
継
続
は
力
な
り
！

30
周
年「
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」

甲東小学校
   旅立ちの日に
栄光の架橋

  段上小学校
旅立ちの日に
   変わらないもの

段上西小学校
    旅立ちの日に 
    またあう日まで                  
           さようなら

樋ノ口小学校
    旅立ちの日に
    友～旅立ちの時～

甲陵中学校
　旅立ちの日に
　正解　　　
　大地讃頌　

甲武中学校
   　いのちの歌
　　正解
   　いつまでも

旅立ちの日に
栄光の架橋

   旅立ちの日に
栄光の架橋

旅立ちの日に
   変わらないもの
旅立ちの日に
   変わらないもの

段上西小学校
    旅立ちの日に 
    またあう日まで
    旅立ちの日に 
またあう日まで

甲陵中学校
　旅立ちの日に

甲武中学校
いのちの歌

　正解
　旅立ちの日に
　正解 　　正解

   　いのちの歌
　　正解

　大地讃頌　
　正解
　大地讃頌　    　いつまでも

　　正解
   　いつまでも

旅立ちの日に
    友～旅立ちの時～
    旅立ちの日に
友～旅立ちの時～

⑵⑶

広告

卒業される皆さん、卒業おめでとうございます。思い出に残る卒業式になりますように・・・

今年の卒業式で歌われるのは・・・（小学校・中学校の先生にアンケートを実施しました）

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
卒
業
式
の
思
い
出
、
思
い
出
の
歌
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　しんみりしていたら周りがど
んどん泣き始め、素直にその波
に乗れず、結局泣かずに卒業式
を終えました。

（若山町　Ｍ・Ｈ　40代）

　当時サイン帳が流行っていて、
友達と交換しました。

（段上町　Ｋ・Ｒ　40代）

　第２ボタンをあげましたが、何
も発展はありませんでした（笑）。

（兵庫県　Ｍ・W　60代）

　好きな先輩から後輩が第２ボタン
をもらって喜んでいるのを見てしま
いました・・・。
　でも先輩に話しかけたら「こっち
が本物だから」と本物のボタンを
くれました。すごくうれしかった
です。     （段上町　Ｓ・Ｓ　40代）

　島育ちなので、卒業するとバラバ
ラに就職・進学します。卒業式の後
「みんな元気でね」と励ましながら
泣きました。島から出る日には、親
戚、家族、友人がフェリーへテープ
投げをしてくれました。

（兵庫県　Ｊ・W　50代）

　『栄光の架橋』を歌っている間、３年
間のつらく大変だった看護学校生活が
走馬灯のようによみがえりました。
支えてくれた友達への感謝と、これ
から看護師として働くことの重さを
感じながら全員が号泣し、式後に先生
から「みんな泣き過ぎ」と笑われま
した。         （門前町　Ｆ・Ｍ　40代）

　大学の卒業式で人生初のはか
まを着ました。付き合っていた
同級生の彼と一緒に、満面の笑み
＆ピースで写真を撮りました。
その彼が今の夫です。

（上大市　Ｏ・Ｙ　30代）

卒業式で歌った歌は・・・？
　　 第１位　『旅立ちの日に』
　　 第２位　『仰げば尊し』
   その他『巣立ちの歌』など・・・
   年代によって歌った歌は違うようでした

　新たに建て替わった体育館で、
最初の卒業式ができたこと。

（門戸東町　Ｔ・Ｙ　40代）

　みんな同じ中学に進むので、結局
泣かずに終わった小学校の卒業式で
したが、先生方にはたくさんあいさ
つに行きました。

（堤町　Ｙ・Ｋ　40代）

　歌の途中で伴奏が止まっ
てしまったのに、最後までみ
んな歌い続けました。
（門戸岡田町 Ｍ・Ｍ 50代）

　卒業アルバムの裏にたくさんメッ
セージを書いてもらいました。読み
返すと、昔の記憶がよみがえります。  

（田近野町　Ｅ・Ｋ　30代）

　通っていた中学が校舎の建て替え
中だったため、近くの市民ホールで
卒業式をしました。卒業アルバムの
寄せ書きを見ると懐かしいです。

（甲東園　Ｔ・Ｍ　30代）

（段上町　Ｋ・Ｒ　40代）

　好きな先輩から後輩が第２ボタン
をもらって喜んでいるのを見てしま

　卒業アルバムの裏にたくさんメッ
セージを書いてもらいました。読み
返すと、昔の記憶がよみがえります。  

　通っていた中学が校舎の建て替え
中だったため、近くの市民ホールで

（田近野町　Ｅ・Ｋ　30代）

てしまったのに、最後までみ

50代）

　しんみりしていたら周りがど
んどん泣き始め、素直にその波
に乗れず、結局泣かずに卒業式
を終えました。

（若山町　Ｍ・Ｈ　40代）

した。         （門前町　Ｆ・Ｍ　40代）

　歌の途中で伴奏が止まっ
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Ｃ
Ａ
※
交
流
会
に
参
加

古
着
リ
メ
ー
ク
で

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

　樋
ノ
口
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お
は

な
し
ポ
ケ
ッ
ト
」
が
、30
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
平
成

６（
１
９
９
４
）年
に
、
子
ど
も
た

ち
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
い

と
、
当
時
の
谷
口
煕ひ

ろ
し

校
長
と
荻

野
幹
雄
教
頭
か
ら
保
護
者
に
話
が

あ
り
、
有
志
が
集
ま
っ
て
ス
タ
ー

ト
。
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
え
の
下
で
、
今
日
ま
で
活
動

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　教
室
で
の
読
み
聞
か
せ
以
外
に

も
、
大
市
八
幡
神
社
夏
祭
り
で
の

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
体

育
館
を
利
用
し
て
演
出
に
も
力
を

注
い
で
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
大

型
紙
芝
居
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

本
の
世
界
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
活

動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

﹃
宮
っ
子
﹄編
集
員
が
、ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
に
密
着
取
材
！

　休
み
時
間
に
な
る
と
、
猛
ダ
ッ

シ
ュ
で
体
育
館
へ
向
か
う
子
ど
も

た
ち
。ど
れ
だ
け
こ
の
時
間
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
か
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
舞
台
上
で
行
う
大
型

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
迫
真
の
セ
リ
フ
付

き
。
物
語
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
は
静
か
に
聞
き
入

り
、
時
に
笑
い
声
が
沸
き
起
こ
る

な
ど
、存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
30
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
笑
顔
や
心

に
響
く
読
み
聞
か
せ
が
、
こ
れ
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　開
発
途
上
国
で
ご
み
の
減
量
や

分
別
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

９
カ
国
か
ら
の
研
修
生
と
甲
東
エ

コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と
の
交
流

会
が
、昨
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

関
西
学
院
大
学
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。

　交
流
会
で

は
、
た
く
さ

ん
の
国
の
人

と
話
が
で
き
、

す
て
き
な
機

会
を
得
ら
れ

て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

研
修
生
の
皆

さ
ん
は
、
ご

み
の
減
量
や

分
別
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
自
発

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
や
学
生

と
の
連
携
に
も
、
非
常
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　今
後
の
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

  

　エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ー
ム

　伊
藤

　夏
鈴

前
畑

　優
月

※
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

　「
つ
ど
い
場
Ｃ
Ｏ

 

・Ｋ
Ｏ
」で
昨
年

の
12
月
21
日
に
、
甲
東
エ
コ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
会
議（
甲
東
エ
コ
）と
地

域
住
民
５
人
、
関
西
学
院
大
学
の

学
生
Ｃ
Ｏ（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

６
人
、
職
員
１
人
で
交
流
会
を
し

ま
し
た
。

　関
西
学
院
大
学
の
学
生
Ｃ
Ｏ
は
、

エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ー
ム
を
昨

年
の
秋
か
ら
始
動
し
ま
し
た
。「
ま

ず
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」「
活
動
を
す
る
中
で
ど
う
や

っ
た
ら
地
域
の
人
た
ち
と
共
鳴
し

合
う
こ
と
が
で
き
る
か
？
」「
そ
も

そ
も
エ
コ
と
は
何
だ
ろ
う
か
？
」

と
手
探
り
状
態
で
の
進
行
で
し
た

が
、
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実
に
取

り
組
も
う
と
い
う
意
識
の
下
、
学

年
問
わ
ず
メ
ン
バ
ー
全
員
で
考
え

て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
と
い
う
こ
と
で

リ
ー
ス
作
り
に
な
り
ま
し
た
。

1
人
1
枚
、
着
な
く
な
っ
た
服

を
持
ち
寄
り
、
学
生
Ｃ
Ｏ
が
段
ボ

ー
ル
で
作
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
型
の
土

台
に
巻
き
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、

甲
東
エ
コ
の
皆
さ
ん
が
用
意
し
た

リ
ボ
ン
や
ビ
ー
ズ
、
花
な
ど
で
飾

り
付
け
を
し
ま
し
た
。
個
性
豊
か

な
か
わ
い
い
リ
ー
ス
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
作
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

き
れ
い
な
リ
ボ
ン
の
作
り
方
や
飾

り
の
選
び
方
を
相
談
し
た
り
し
て
、

結
果
的
に
全
員
と
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　い
ら
な
く
な
っ
た
も
の
を
使
っ

て
新
た
な
も
の
を
作
り
出
す
機
会

は
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
の
で
と

て
も
新
鮮
で
し
た
。
古
着
は
た
く

さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、ま
た
リ
メ

ー
ク
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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ム
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日本文化、折り紙で交流。  「楽しかった！」

かわいいリースが完成♡

大市八幡神社夏祭りの様子

▼手作りカードのプレゼント ▼紙芝居『ともだちくるかな』

迫力満点！  息の合ったボランティアの声色♪

眠っていた服が
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ら
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継
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は
力
な
り
！
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ケ
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ト
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   　いつまでも
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泣きました。島から出る日には、親
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から「みんな泣き過ぎ」と笑われま
した。         （門前町　Ｆ・Ｍ　40代）

　大学の卒業式で人生初のはか
まを着ました。付き合っていた
同級生の彼と一緒に、満面の笑み
＆ピースで写真を撮りました。
その彼が今の夫です。

（上大市　Ｏ・Ｙ　30代）
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　　 第１位　『旅立ちの日に』
　　 第２位　『仰げば尊し』
   その他『巣立ちの歌』など・・・
   年代によって歌った歌は違うようでした

　新たに建て替わった体育館で、
最初の卒業式ができたこと。

（門戸東町　Ｔ・Ｙ　40代）

　みんな同じ中学に進むので、結局
泣かずに終わった小学校の卒業式で
したが、先生方にはたくさんあいさ
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広告 広告

4月13日（4月中受け付け）
4月19日
毎月19日

● 年 中 行 事 ●
新 年 祈 祷 会
（初詣・阪急電車三福詣）
厄 除 大 祭
星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
七 五 三 詣
人 形 供 養 祭
納 厄 神
星 祭 開 白 

1 月 1 日 ～ 7 日

1 月 18日 ・ 19日
節　　　　　　分
８月19日（厄神夏祭り）
10 月　1 9　日
11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）
12 月　1 9　日
冬 　 至（ 星 祭 り ）

十 三 詣
春季厄除大祭
厄 除 例 祭

〒662-0828　西宮市門戸西町2-26　電話  0798-51-9090

令
和
６
年
度
　地
域
懇
談
会
　甲
東
コ
ミ
ュ
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【美化企画課  宮本係長より】
　新分別区分の運用までに１年以上あります。皆さんと一緒に、新分別への移行の準備に取り組んでいきたい。

●令和８年度から始まる新分別区分の概要
　令和８年４月から完全実施する新分別区分については、５つポイントがある。

【施設管理課 高橋課長より】
  市のごみ処理の現状と問題点（ごみ総排出量の減量とリサイクル率UPの目標達成へ向けて！）

❶区分数は変更なし
　区分の組み替えはしたが、
現在と同じ７区分で、増え
るわけではない。

❹缶・ペットボトルを混合収集
　効率の良い再資源化を図る。新しい資源循
環施設では、磁石でスチール缶を集めたり、
袋を破る機械などがあり、缶とペットボトル
を一緒に集めても選別できるようになる。
びんは、再資源化率が悪く、市の課題でもあ
るリサイクル率向上のために分けることとな
った。

●パッカー車や処理センターでの発火の原因になる
ため、スプレー缶、ガスボンベは、中身を全て出し、
空にしてごみに出してください
●リチウムイオン電池が入っているものは、パッカ
ー車でごみをプレスする際に火災の発生原因となる
ため、ルールに従って出してください
●パッカー車で火災が発生すると、
広い場所に移動して、全てのご
みを取り出す作業が別途発生し
ます。安全のためにも、ひと手
間のご協力をお願いします

●新分別区分の説明会を希望する団体を募集しています。
実施期間は、令和８年３月31日まで。申し込み方法な
どの詳細は、西宮市ホームページで確認してください

〈問い合わせ先：市・美化企画課 0798-35-8653〉

●ごみを出す人、ごみを回収する人、ごみを処理する人．．．
全ての人にとっての安全が守られることが一番大切なこ
とです。お互いの立場を考えながら、かつ、思いやるこ
とで、円滑なごみ出しの取り組みになると思います。ご
協力のほど、よろしくお願いします

❸その他不燃ごみ
　現在のもやさないごみと同じ。もやさないごみから、高く
売却できる資源ごみであるアルミ缶、スチール缶、びんを分けた。

❷袋は２種類のまま
その他プラの袋を「共通指定袋」と名称を変更して使用。デザイン変更もなし。

これまでその他プラの袋を焼却していたが（焼却時にCO2を10％削減する仕
様になっている）、今後は焼却することなくリサイクルで運用する。

❺資源Aと資源Bを一つにまとめた  ➡  市民の要望に応えました！
＊段ボールは、月１回収集から月２回収集に増える
＊小型家電は、足を運んで緑色の回収ボックスに入れてもらっていたが、そこまで
行くことができないという声もあり、その他不燃ごみとして出せるように変更
する（緑色の回収ボックスも継続して設置）

＊ペットボトルは、月２回収集から週１回（＝月4回）収集に増える
＊青色コンテナの使用については、準備や片付けが負担との声が寄せられていた。
新分別区分では、びん回収時に使用するのみとして、月６回から月２回へ減らす

現行分別収集区分
現行収集回数

もやすごみ
週２回

その他プラ
週１回

もやさないごみ
週１回

資源A
月１回

資源B
月２回

ペットボトル
月２回

粗大ごみ
随時

新分別収集区分
収集回数 対　　象　　品　　目 収　集　形　態

ご

　
　
　み

もやすごみ
週２回

生ごみ、皮革、ゴム類、再資源化できない紙、布、
再資源化できないプラスチックなど

その他不燃ごみ
週１回

小型複合製品、傘、小型家電、陶磁器、小型金属製品、
ガラス製品、スプレー缶、電池、蛍光灯など指定袋
に入るもので、かつ５kg未満のもの

粗大ごみ
随時

家電品（家電４品目を除く）、家具類、寝具類、指定袋に
入らないもの。または、５kg以上のもの 現物のまま

資

　
　
　源

缶・
ペットボトル
週１回

飲料用のスチール缶、アルミ缶、ペットボトル

びん
月２回

ガラスびん
（飲料用、調味料のガラス製の容器）

資源
（紙資源など）
月２回

新聞、紙パック、段ボール、古着、雑誌、チラシ、
雑紙、紙箱、紙袋など

プラスチック
資源
週１回

容器包装プラスチック、プラスチックの製品
（プラスチック素材かつ長さ50cm未満）
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【ダストマンサービス  川野課長より】 【美化企画課  薮内課長より】

【美化企画課  宮本係長より】

◆◇◆　地域の皆さんへのお願い　◆◇◆

　「地域懇談会」では、令和８年からのごみ出しの新分別区分について学びを得ることができました。参加者からは、「分かり
やすい説明を直接聞けて良かった」「処理センターでのごみの流れなど勉強になった」「リサイクル率UPに貢献したい」「ごみ
を出す側、収集する側の両方の気持ちと危険度を考えることの大切さを改めて実感した」など、前向きに受け止めた言葉がた
くさんありました。市職員の皆さん、ダストマンサービスの皆さん、ご協力ありがとうございました。

ため、ルールに従って出してください
●パッカー車で火災が発生すると、
広い場所に移動して、全てのご
みを取り出す作業が別途発生し

安全のためにも、ひと手

　新分別区分の運用までに１年以上あります。皆さんと一緒に、新分別への移行の準備に取り組んでいきたい。
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　ごみ総排出量の減量．．．平成31（2019）年３月に策定した「西宮市一般廃棄物
処理基本計画」の中で、令和10年までにごみの総排出量を近畿地区中核市の平
均値 927g/人・日 ➡ 871g/人・日に減量する目標設定をしている。
　コロナ禍後の令和５年度の実績は、820g/人・日と順調に減量を達成してい
ますが、リバウンドに注視しながら、引き続き継続して目標達成に向けた取り
組みを行っていく。

　「東部総合処理センター資源循環施設」では、その他不燃
ごみの小型家電やリチウムイオン電池、スプレー缶は、人の
手で選別する。破砕機では、ごみを粉々にした後、複数の選
別機で鉄、アルミ、もえるごみ、もえないごみに選別する。鉄、
アルミは売却して再生し、もえるごみは焼却する。

　現在、収集されたごみは「西部総合処理センター」と「東部総合処理センター」に運ばれている。市の処理施設は老朽化など
からおおむね 30年で建て替えといわれており、老朽化が進んでいる破砕選別施設の建て替えが進められている。新しい施設は、
令和８年度から稼働開始予定であり、建て替えに伴い、市の課題解決のため、分別や再資源化を効率よく進めることができるよ
う見直しをすることとなった。さらに、もえるごみの減量化は進んでいるため、現在、焼却施設は２カ所あるところ、
焼却施設の建て替え時には１カ所に統一する計画となっている。新しい施設の名称は、ごみとして取り扱うのでは
なく、資源として循環させるという意味を含めて「東部総合処理センター資源循環施設」とした。

　リサイクル率UPへ．．．平成28年 14.5％ ➡ 
令和10年 22.0％へと 7.5％上昇の目標設定をし
ている。令和５年度の実績は15.5％で伸び悩ん
でいる。達成するための課題として、収集区
分を変えて、リサイクルしやすい形態へ見直
しを行った。

　缶・ペットボトルは、機械で袋を破って中身を取り出し、スチー
ル缶は磁石、アルミはアルミ選別機にて選別する。ペットボトルは
人の手で選別し、きれいなものを再生する。アルミやペットボトル
は、水できれいにすすぎ、再生できるように協力してほしい。びん
は、色ごとに人の手で選別を行い、リサイクルする。

令和８年度から稼働開始予定であり、建て替えに伴い、市の課題解決のため、分別や再資源化を効率よく進めることができるよ
う見直しをすることとなった。さらに、もえるごみの減量化は進んでいるため、現在、焼却施設は２カ所あるところ、

　缶・ペットボトルは、機械で袋を破って中身を取り出し、スチー
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（初詣・阪急電車三福詣）
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星 祭
夏 季 厄 除 大 祭
秋 季 厄 除 大 祭
七 五 三 詣
人 形 供 養 祭
納 厄 神
星 祭 開 白 

1 月 1 日 ～ 7 日

1 月 18日 ・ 19日
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８月19日（厄神夏祭り）
10 月　1 9　日
11月15日（11月中受付）
11月19日（3月より受付）
12 月　1 9　日
冬 　 至（ 星 祭 り ）

十 三 詣
春季厄除大祭
厄 除 例 祭
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【美化企画課  宮本係長より】
　新分別区分の運用までに１年以上あります。皆さんと一緒に、新分別への移行の準備に取り組んでいきたい。

●令和８年度から始まる新分別区分の概要
　令和８年４月から完全実施する新分別区分については、５つポイントがある。

【施設管理課 高橋課長より】
  市のごみ処理の現状と問題点（ごみ総排出量の減量とリサイクル率UPの目標達成へ向けて！）

❶区分数は変更なし
　区分の組み替えはしたが、
現在と同じ７区分で、増え
るわけではない。

❹缶・ペットボトルを混合収集
　効率の良い再資源化を図る。新しい資源循
環施設では、磁石でスチール缶を集めたり、
袋を破る機械などがあり、缶とペットボトル
を一緒に集めても選別できるようになる。
びんは、再資源化率が悪く、市の課題でもあ
るリサイクル率向上のために分けることとな
った。

●パッカー車や処理センターでの発火の原因になる
ため、スプレー缶、ガスボンベは、中身を全て出し、
空にしてごみに出してください
●リチウムイオン電池が入っているものは、パッカ
ー車でごみをプレスする際に火災の発生原因となる
ため、ルールに従って出してください
●パッカー車で火災が発生すると、
広い場所に移動して、全てのご
みを取り出す作業が別途発生し
ます。安全のためにも、ひと手
間のご協力をお願いします

●新分別区分の説明会を希望する団体を募集しています。
実施期間は、令和８年３月31日まで。申し込み方法な
どの詳細は、西宮市ホームページで確認してください

〈問い合わせ先：市・美化企画課 0798-35-8653〉

●ごみを出す人、ごみを回収する人、ごみを処理する人．．．
全ての人にとっての安全が守られることが一番大切なこ
とです。お互いの立場を考えながら、かつ、思いやるこ
とで、円滑なごみ出しの取り組みになると思います。ご
協力のほど、よろしくお願いします

❸その他不燃ごみ
　現在のもやさないごみと同じ。もやさないごみから、高く
売却できる資源ごみであるアルミ缶、スチール缶、びんを分けた。

❷袋は２種類のまま
その他プラの袋を「共通指定袋」と名称を変更して使用。デザイン変更もなし。

これまでその他プラの袋を焼却していたが（焼却時にCO2を10％削減する仕
様になっている）、今後は焼却することなくリサイクルで運用する。

❺資源Aと資源Bを一つにまとめた  ➡  市民の要望に応えました！
＊段ボールは、月１回収集から月２回収集に増える
＊小型家電は、足を運んで緑色の回収ボックスに入れてもらっていたが、そこまで
行くことができないという声もあり、その他不燃ごみとして出せるように変更
する（緑色の回収ボックスも継続して設置）

＊ペットボトルは、月２回収集から週１回（＝月4回）収集に増える
＊青色コンテナの使用については、準備や片付けが負担との声が寄せられていた。
新分別区分では、びん回収時に使用するのみとして、月６回から月２回へ減らす

現行分別収集区分
現行収集回数

もやすごみ
週２回

その他プラ
週１回

もやさないごみ
週１回

資源A
月１回

資源B
月２回

ペットボトル
月２回

粗大ごみ
随時

新分別収集区分
収集回数 対　　象　　品　　目 収　集　形　態

ご

　
　
　み

もやすごみ
週２回

生ごみ、皮革、ゴム類、再資源化できない紙、布、
再資源化できないプラスチックなど

その他不燃ごみ
週１回

小型複合製品、傘、小型家電、陶磁器、小型金属製品、
ガラス製品、スプレー缶、電池、蛍光灯など指定袋
に入るもので、かつ５kg未満のもの

粗大ごみ
随時

家電品（家電４品目を除く）、家具類、寝具類、指定袋に
入らないもの。または、５kg以上のもの 現物のまま

資

　
　
　源

缶・
ペットボトル
週１回

飲料用のスチール缶、アルミ缶、ペットボトル

びん
月２回

ガラスびん
（飲料用、調味料のガラス製の容器）

資源
（紙資源など）
月２回

新聞、紙パック、段ボール、古着、雑誌、チラシ、
雑紙、紙箱、紙袋など

プラスチック
資源
週１回

容器包装プラスチック、プラスチックの製品
（プラスチック素材かつ長さ50cm未満）

令
和
８
年
４
月
よ
り

　
　分
別
区
分
が
変
わ
り
ま
す
！

【ダストマンサービス  川野課長より】 【美化企画課  薮内課長より】

【美化企画課  宮本係長より】

◆◇◆　地域の皆さんへのお願い　◆◇◆

　「地域懇談会」では、令和８年からのごみ出しの新分別区分について学びを得ることができました。参加者からは、「分かり
やすい説明を直接聞けて良かった」「処理センターでのごみの流れなど勉強になった」「リサイクル率UPに貢献したい」「ごみ
を出す側、収集する側の両方の気持ちと危険度を考えることの大切さを改めて実感した」など、前向きに受け止めた言葉がた
くさんありました。市職員の皆さん、ダストマンサービスの皆さん、ご協力ありがとうございました。

ため、ルールに従って出してください
●パッカー車で火災が発生すると、
広い場所に移動して、全てのご
みを取り出す作業が別途発生し

安全のためにも、ひと手

　新分別区分の運用までに１年以上あります。皆さんと一緒に、新分別への移行の準備に取り組んでいきたい。

・
参
考
資
料
／
西
宮
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　ごみ総排出量の減量．．．平成31（2019）年３月に策定した「西宮市一般廃棄物
処理基本計画」の中で、令和10年までにごみの総排出量を近畿地区中核市の平
均値 927g/人・日 ➡ 871g/人・日に減量する目標設定をしている。
　コロナ禍後の令和５年度の実績は、820g/人・日と順調に減量を達成してい
ますが、リバウンドに注視しながら、引き続き継続して目標達成に向けた取り
組みを行っていく。

　「東部総合処理センター資源循環施設」では、その他不燃
ごみの小型家電やリチウムイオン電池、スプレー缶は、人の
手で選別する。破砕機では、ごみを粉々にした後、複数の選
別機で鉄、アルミ、もえるごみ、もえないごみに選別する。鉄、
アルミは売却して再生し、もえるごみは焼却する。

　現在、収集されたごみは「西部総合処理センター」と「東部総合処理センター」に運ばれている。市の処理施設は老朽化など
からおおむね 30年で建て替えといわれており、老朽化が進んでいる破砕選別施設の建て替えが進められている。新しい施設は、
令和８年度から稼働開始予定であり、建て替えに伴い、市の課題解決のため、分別や再資源化を効率よく進めることができるよ
う見直しをすることとなった。さらに、もえるごみの減量化は進んでいるため、現在、焼却施設は２カ所あるところ、
焼却施設の建て替え時には１カ所に統一する計画となっている。新しい施設の名称は、ごみとして取り扱うのでは
なく、資源として循環させるという意味を含めて「東部総合処理センター資源循環施設」とした。

　リサイクル率UPへ．．．平成28年 14.5％ ➡ 
令和10年 22.0％へと 7.5％上昇の目標設定をし
ている。令和５年度の実績は15.5％で伸び悩ん
でいる。達成するための課題として、収集区
分を変えて、リサイクルしやすい形態へ見直
しを行った。

　缶・ペットボトルは、機械で袋を破って中身を取り出し、スチー
ル缶は磁石、アルミはアルミ選別機にて選別する。ペットボトルは
人の手で選別し、きれいなものを再生する。アルミやペットボトル
は、水できれいにすすぎ、再生できるように協力してほしい。びん
は、色ごとに人の手で選別を行い、リサイクルする。

令和８年度から稼働開始予定であり、建て替えに伴い、市の課題解決のため、分別や再資源化を効率よく進めることができるよ
う見直しをすることとなった。さらに、もえるごみの減量化は進んでいるため、現在、焼却施設は２カ所あるところ、

　缶・ペットボトルは、機械で袋を破って中身を取り出し、スチー

（ピンク色）

（青色）

（青色）

（青色）

（青色）
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自分のペースで１、２、３、４

総勢34人で記念撮影！

100回記念で作った
ユニホーム

多くの人でにぎわう境内

「であい市」の新しい
シンボルマークの旗

ビンゴがんばるぞ！　オー!!

◀︎保護者もクリ
　スマスの雰囲
　気を堪能しま
　した

楽しいピアノ演奏と美しい歌声に園児たちは大喜び

マジックに夢中の園児たち

『ジャックと豆の木』に夢中

発
足
１
年
！

地
域
と
つ
な
が
る
老
人
会

「
プ
ッ
プ
と
ペ
ペ
」の
人
形
劇
と

ビ
ン
ゴ
大
会
！

２
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

in 

西
宮
甲
武
幼
稚
園

す
て
き
な「
で
あ
い
」

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
！

　「町
内
自
治
会
で
行
わ
れ
る
催

事
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」を
合
言
葉
に
ス
タ
ー
ト
し

た
老
人
会
「
一
里
山
な
ご
み
会
」。

一
里
山
町
自
治
会
で
あ
る
「
一
里

山
み
な
み
会
」
の
会
員
か
ら
な
る

老
人
会
と
し
て
発
足
し
、
昨
年
12

月
で
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　自
治
会
の
子
ど
も
会
や
、
さ
く

ら
会
館
を
拠
点
に
自
治
会
員
以
外

も
参
加
で
き
る「
ぬ
く
も
り
会
」と

の
行
事
、
そ
し
て
バ
ス
旅
行
の
主

催
な
ど
を
通
し
、
地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　「ぬ
く
も
り
会
」
で
週
３
回
行
わ

れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
元

中
学
・
高
校
体
育
教
諭
の
メ
ン
バ

ー
が
中
心
と
な
り
、
参
加
者
は
朝

か
ら
元
気
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

　松
泰
山
東
光
寺
で
年
４
回
開
催

さ
れ
る
「
で
あ
い
市
門
戸
厄
神
」。

阪
急
門
戸
厄
神
駅
前
に
あ
る
門
戸

商
店
会
の
人
た
ち
の
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
東
光
寺
と
一
緒
に

平
成
11（
１
９
９
９
）年
５
月
か
ら

始
め
、
昨
年
11
月
３
日
の
開
催
で

１
０
０
回
に
な
り
ま
し
た
。

　開
催
日
前
日
に
は
、
駅
前
辺
り

か
ら
参
道
周
辺
に
緑
色
の
幟の

ぼ
りが
何

本
も
立
て
ら
れ
ま
す
。
幟
と
同
じ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
い
る
の
が
事

務
局
の
人
た
ち
。「
事
務
局
が
１
０

０
回
を
記
念
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
考

え
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
境
内
に
掲
げ

る
旗
を
作
り
ま
し
た
」
と
、
実
行

委
員
会
会
長
の
一い

ち
や
ま山
由
佳
さ
ん
が

し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
後
の
茶
話
会

で
も
会
話
が
弾
み
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
了
時
刻
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
11
月
21
日
に
は
、
一
里
山

な
ご
み
会
主
催
で
研
修
バ
ス
旅
行

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
に
も

声
を
か
け
て
、
総
勢
34
人
で
「
め

ん
た
い
パ
ー
ク
神
戸
三
田
」
で
の

工
場
見
学
や
買
い
物
、そ
し
て
、三

田
市
に
あ
る
「
し
い
茸
園
有
馬
富

士
」
で
シ
イ
タ
ケ
狩
り
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　「妻
に
頼
ま
れ
た
町
内
の
催
し

の
書
類
作
成
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
住
民
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
会
長
の

矢
羽
田
司
さ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
生
き
生
き
と
話
を
し
て
い
る

姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　段
上
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
部
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
交
流

会
が
、
昨
年
の
12
月
７
日
に
段
上

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「プ
ッ
プ
と
ペ
ペ
」
は
、段
上
西

地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
６
人
の

マ
マ
た
ち
に
よ
る
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　ま
ず
は
、
テ
ン
ポ
の
い
い
音
楽

に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
パ
ペ
ッ

ト
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
登
場
！
　次

に
ヒ
ン
ト
を
聞
い
て
「
箱
に
何
が

入
っ
て
い
る
か
当
て
る
ク
イ
ズ
」

で
す
。「
茶
色
で
筒
み
た
い
」の
ヒ

ン
ト
で
「
う
ん
ち
！
」
と
答
え
る

子
も
い
た
り（
笑
）。
答
え
は
「
ち

く
わ
」
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は 

「
ち
く
わ
、大
根
、た
ま
ご
」
な
ど
、

冬
に
お
い
し
い
お
で
ん
の
材
料
が

出
て
き
ま
し
た
。

　そ
し
て『
あ
い
う
え
お
に
ぎ
り
』

　学
校
法
人
山
崎
学
園
西
宮
甲
武

幼
稚
園
で
は
、12
月
に「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」と「
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会
」

の
２
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

の
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
親
子
学
級

と
し
て
リ
ー
ス
作
り
な
ど
を
30
年

以
上
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

園
児
た
ち
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
や
歌

を
取
り
入
れ
た
音
楽
会
が
で
き
な

い
か
と
河
村
州し

ゅ
う

園
長
の
提
案
が

あ
り
、
約
15
年
前
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
音
楽
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

      

　
　
　
　
　
　
　昨
年
は
、      

　
　
　
　
　
　
　
　   

ク
リ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
会
を
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　月

13
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
。
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ズ
、
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　操
、
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
ク
ダ
ン

ス
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

や
特
別
給
食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
１
日
で
、
園
児
た
ち
は
大
は
し

ゃ
ぎ
で
し
た
。

の
歌
に
合
わ
せ
て
、
お
に
ぎ
り
の

具
当
て
ク
イ
ズ
。
続
い
て
、
紙
芝

居
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ス
テ
ラ
だ

い
じ
け
ん
』
を
真
剣
に
見
入
っ
た

後
は
、
人
形
劇
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆

の
木
』
で
す
。
人
形
の
大
き
な
動

き
と
話
の
展
開
に
み
ん
な
目
が
離

せ
ず
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　最
後
は
お
待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ

大
会
。
大
人
も
子
ど
も
も
景
品
を

も
ら
っ
て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
み
ん

な
で
過
ご
し
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
言

っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　人
形
劇
サ
ー
ク
ル
プ
ッ
プ
と
ペ

ペ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて61年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

話
し
ま
し
た
。
住
職
が
「
高
く
掲

げ
た
旗
は
遠
く
か
ら
も
見
え
、
で

あ
い
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
」
と
考
え
た
そ

う
で
す
。

　手
作
り
品
や
日
用
雑
貨
な
ど
、

一
般
の
出
店
は
過
去
最
高
の
約
50

店
で
、
事
務
局
と
合
わ
せ
て
70
店

以
上
が
境
内
に
並
び
ま
し
た
。

　家
族
と
で
あ
い
市
に
来
て
友
達

に
出
会
い
、
お
か
し
釣
り
な
ど
の

列
に
並
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
自
分
好

み
の
品
物
と
出
合
い
購
入
す
る
人

た
ち
。
そ
ん
な
す
て
き
な
「
で
あ

い
」
が
、
こ
れ
か
ら
も
１
５
０
回
、

２
０
０
回
と
続
い
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
触
れ
て
見

聞
を
広
め
て
ほ
し
い
と
、
定
番
の

ク
リ
ス
マ
ス
曲
に
加
え
、
絵
本
映

像
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
の
鑑
賞
や

全
園
児
参
加
の
誕
生
日
ソ
ン
グ
な

ど
、
園
児
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
、
心
温

ま
る
演
出
の
多
い
催
し
で
し
た
。

音
楽
会
に
は
保
護
者
も
参
加
で
き
、

約
60
人
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　甲
武
幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

園
児
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
に
残

る
と
て
も
す
て
き
な
時
間
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会
は
、
12
月

16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は「
ク
リ
ス
マ
ス
の
不

思
議
」で
、
神
田
美
幸
さ
ん
に
よ

る
歌
、
山
内
尚
子
さ
ん
、
山
内
信

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
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自分のペースで１、２、３、４

総勢34人で記念撮影！

100回記念で作った
ユニホーム

多くの人でにぎわう境内

「であい市」の新しい
シンボルマークの旗

ビンゴがんばるぞ！　オー!!

◀︎保護者もクリ
　スマスの雰囲
　気を堪能しま
　した

楽しいピアノ演奏と美しい歌声に園児たちは大喜び

マジックに夢中の園児たち

『ジャックと豆の木』に夢中

発
足
１
年
！

地
域
と
つ
な
が
る
老
人
会

「
プ
ッ
プ
と
ペ
ペ
」の
人
形
劇
と

ビ
ン
ゴ
大
会
！

２
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

in 

西
宮
甲
武
幼
稚
園

す
て
き
な「
で
あ
い
」

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
！

　「町
内
自
治
会
で
行
わ
れ
る
催

事
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
」を
合
言
葉
に
ス
タ
ー
ト
し

た
老
人
会
「
一
里
山
な
ご
み
会
」。

一
里
山
町
自
治
会
で
あ
る
「
一
里

山
み
な
み
会
」
の
会
員
か
ら
な
る

老
人
会
と
し
て
発
足
し
、
昨
年
12

月
で
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　自
治
会
の
子
ど
も
会
や
、
さ
く

ら
会
館
を
拠
点
に
自
治
会
員
以
外

も
参
加
で
き
る「
ぬ
く
も
り
会
」と

の
行
事
、
そ
し
て
バ
ス
旅
行
の
主

催
な
ど
を
通
し
、
地
域
と
の
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　「ぬ
く
も
り
会
」
で
週
３
回
行
わ

れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
で
は
、
元

中
学
・
高
校
体
育
教
諭
の
メ
ン
バ

ー
が
中
心
と
な
り
、
参
加
者
は
朝

か
ら
元
気
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

　松
泰
山
東
光
寺
で
年
４
回
開
催

さ
れ
る
「
で
あ
い
市
門
戸
厄
神
」。

阪
急
門
戸
厄
神
駅
前
に
あ
る
門
戸

商
店
会
の
人
た
ち
の
地
域
を
盛
り

上
げ
る
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
東
光
寺
と
一
緒
に

平
成
11（
１
９
９
９
）年
５
月
か
ら

始
め
、
昨
年
11
月
３
日
の
開
催
で

１
０
０
回
に
な
り
ま
し
た
。

　開
催
日
前
日
に
は
、
駅
前
辺
り

か
ら
参
道
周
辺
に
緑
色
の
幟の

ぼ
りが
何

本
も
立
て
ら
れ
ま
す
。
幟
と
同
じ

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
い
る
の
が
事

務
局
の
人
た
ち
。「
事
務
局
が
１
０

０
回
を
記
念
し
て
イ
ラ
ス
ト
を
考

え
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
境
内
に
掲
げ

る
旗
を
作
り
ま
し
た
」
と
、
実
行

委
員
会
会
長
の
一い

ち
や
ま山
由
佳
さ
ん
が

し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
後
の
茶
話
会

で
も
会
話
が
弾
み
、
あ
っ
と
い
う

間
に
終
了
時
刻
と
な
り
ま
し
た
。

　昨
年
11
月
21
日
に
は
、
一
里
山

な
ご
み
会
主
催
で
研
修
バ
ス
旅
行

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
に
も

声
を
か
け
て
、
総
勢
34
人
で
「
め

ん
た
い
パ
ー
ク
神
戸
三
田
」
で
の

工
場
見
学
や
買
い
物
、そ
し
て
、三

田
市
に
あ
る
「
し
い
茸
園
有
馬
富

士
」
で
シ
イ
タ
ケ
狩
り
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　「妻
に
頼
ま
れ
た
町
内
の
催
し

の
書
類
作
成
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
住
民
と
の
関
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
語
る
会
長
の

矢
羽
田
司
さ
ん
。
会
員
の
皆
さ
ん

が
、
生
き
生
き
と
話
を
し
て
い
る

姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

　段
上
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
部
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
交
流

会
が
、
昨
年
の
12
月
７
日
に
段
上

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「プ
ッ
プ
と
ペ
ペ
」
は
、段
上
西

地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
６
人
の

マ
マ
た
ち
に
よ
る
人
形
劇
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　ま
ず
は
、
テ
ン
ポ
の
い
い
音
楽

に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
パ
ペ
ッ

ト
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
登
場
！
　次

に
ヒ
ン
ト
を
聞
い
て
「
箱
に
何
が

入
っ
て
い
る
か
当
て
る
ク
イ
ズ
」

で
す
。「
茶
色
で
筒
み
た
い
」の
ヒ

ン
ト
で
「
う
ん
ち
！
」
と
答
え
る

子
も
い
た
り（
笑
）。
答
え
は
「
ち

く
わ
」
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は 

「
ち
く
わ
、大
根
、た
ま
ご
」
な
ど
、

冬
に
お
い
し
い
お
で
ん
の
材
料
が

出
て
き
ま
し
た
。

　そ
し
て『
あ
い
う
え
お
に
ぎ
り
』

　学
校
法
人
山
崎
学
園
西
宮
甲
武

幼
稚
園
で
は
、12
月
に「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」と「
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会
」

の
２
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

の
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
親
子
学
級

と
し
て
リ
ー
ス
作
り
な
ど
を
30
年

以
上
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

園
児
た
ち
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
や
歌

を
取
り
入
れ
た
音
楽
会
が
で
き
な

い
か
と
河
村
州し

ゅ
う

園
長
の
提
案
が

あ
り
、
約
15
年
前
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
音
楽
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

      

　
　
　
　
　
　
　昨
年
は
、      

　
　
　
　
　
　
　
　   

ク
リ
ス
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
会
を
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　月

13
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　開
催
。
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
ズ
、
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　操
、
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
ク
ダ
ン

ス
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

や
特
別
給
食
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
１
日
で
、
園
児
た
ち
は
大
は
し

ゃ
ぎ
で
し
た
。

の
歌
に
合
わ
せ
て
、
お
に
ぎ
り
の

具
当
て
ク
イ
ズ
。
続
い
て
、
紙
芝

居
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ
ス
テ
ラ
だ

い
じ
け
ん
』
を
真
剣
に
見
入
っ
た

後
は
、
人
形
劇
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆

の
木
』
で
す
。
人
形
の
大
き
な
動

き
と
話
の
展
開
に
み
ん
な
目
が
離

せ
ず
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　最
後
は
お
待
ち
か
ね
の
ビ
ン
ゴ

大
会
。
大
人
も
子
ど
も
も
景
品
を

も
ら
っ
て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
み
ん

な
で
過
ご
し
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
言

っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　人
形
劇
サ
ー
ク
ル
プ
ッ
プ
と
ペ

ペ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて61年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！

広告

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

話
し
ま
し
た
。
住
職
が
「
高
く
掲

げ
た
旗
は
遠
く
か
ら
も
見
え
、
で

あ
い
市
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
」
と
考
え
た
そ

う
で
す
。

　手
作
り
品
や
日
用
雑
貨
な
ど
、

一
般
の
出
店
は
過
去
最
高
の
約
50

店
で
、
事
務
局
と
合
わ
せ
て
70
店

以
上
が
境
内
に
並
び
ま
し
た
。

　家
族
と
で
あ
い
市
に
来
て
友
達

に
出
会
い
、
お
か
し
釣
り
な
ど
の

列
に
並
ぶ
子
ど
も
た
ち
。
自
分
好

み
の
品
物
と
出
合
い
購
入
す
る
人

た
ち
。
そ
ん
な
す
て
き
な
「
で
あ

い
」
が
、
こ
れ
か
ら
も
１
５
０
回
、

２
０
０
回
と
続
い
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

　さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
触
れ
て
見

聞
を
広
め
て
ほ
し
い
と
、
定
番
の

ク
リ
ス
マ
ス
曲
に
加
え
、
絵
本
映

像
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
の
鑑
賞
や

全
園
児
参
加
の
誕
生
日
ソ
ン
グ
な

ど
、
園
児
た
ち
を
飽
き
さ
せ
な
い

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
、
心
温

ま
る
演
出
の
多
い
催
し
で
し
た
。

音
楽
会
に
は
保
護
者
も
参
加
で
き
、

約
60
人
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　甲
武
幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、

園
児
た
ち
に
と
っ
て
思
い
出
に
残

る
と
て
も
す
て
き
な
時
間
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会
は
、
12
月

16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
テ
ー
マ
は「
ク
リ
ス
マ
ス
の
不

思
議
」で
、
神
田
美
幸
さ
ん
に
よ

る
歌
、
山
内
尚
子
さ
ん
、
山
内
信

子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
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オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ァ
ミ
リ
ー

絵

　甲
東
小
学
校

４
年

　松ま
つ
だ田

悠ゆ
う

「
み
や
た
ん

　ひ
な
祭
り
」

街
か
ど
の
ス
ケ
ッ
チ

　夫
、
私
、
娘
の
３
人
家
族
で
の

新
し
い
生
活
は
海
外
で
始
ま
り
ま

し
た
。
多
く
の
人
に
助
け
て
も
ら

っ
た
お
か
げ
で
、
初
め
て
の
子
育

て
に
不
安
も
不
自
由
も
な
く
、
多

様
な
文
化
の
中
で
の
暮
ら
し
は
新

た
な
発
見
の
連
続
で
し
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
多
く
の
家

族
が「
家
族
の
時
間
」を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

特
に
夫
婦
の
様
子
は
日
本
と
は
大

き
く
違
い
ま
す
。子
ど
も
を
預
け
て

観
劇
や
食
事
を
楽
し
む
な
ど
、
夫

婦
の
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　家
族
の
形
態
は
日
本
と
比
べ
る

と
多
様
で
す
。
夫
婦
や
子
ど
も
で

国
籍
が
違
っ
た
り
、
家
族
が
別
の

国
で
暮
ら
し
て
い
た
り
、
ワ
ン
オ

ペ
、
再
婚
家
族
、
共
同
育
児
、
養

子
縁
組
家
族
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

家
族
の
カ
タ
チ
が
あ
り
、
日
本
と

の
違
い
を
実
感
す
る
ば
か
り
で
し

た
。
他
者
を
認
め
て
共
存
す
る
様

子
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　そ
の
影
響
も
あ
り
、
帰
国
後
、

里
親
制
度
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

初
め
は
、
そ
の
認
知
度
と
普
及
率

の
低
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
で
も
何
か
役
に
立
て
る
こ
と

が
あ
る
な
ら
と
思
い
、
家
族
で
相

談
し
て
登
録
を
決
め
ま
し
た
。

　初
め
て
預
か
っ
た
子
ど
も
が
朝

食
で
「
え
っ
？
パ
ン
に
バ
タ
ー

を
塗
っ
て
く
れ
る
ん
や
」
と
言
っ

た
一
言
が
、
私
に
と
っ
て
非
常
に

衝
撃
的
で
、
今
ま
で
の
自
分
の
子

育
て
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
何
人
も
の
子
ど
も
た

ち
を
迎
え
て
、
今
は
当
初
の
考
え

と
は
全
く
違
う
思
い
で
す
。
子
ど

も
た
ち
を
預
か
る
た
び
、
自
分
た

ち
が
気
付
く
こ
と
が
多
く
あ
り
、

そ
の
都
度
、
家
族
で
相
談
し
、
最

善
の
道
を
考
え
模
索
し
続
け
て
い

ま
す
。

　西
宮
に
住
居
を
移
し
て
４
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

西
宮
市
の
「
子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
」
の
里
親
と
し
て
も
参
加
し

て
い
ま
す
。「
ま
た
来
た
よ
！
」と

言
っ
て
同
じ
子
が
繰
り
返
し
や
っ

て
来
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
実
子

も
「
家
族
が
増
え
て
楽
し
い
」
と

積
極
的
に
家
事
を
手
伝
い
ま
す
。

現
在
の
不
規
則
な
家
族
の
形
態
を

理
解
し
、
受
け
入
れ
て
い
る
わ
が

家
も
ま
た
、
新
し
い
時
代
の
多
様

化
す
る
家
族alternative

（
代
替

え
の
）fam

ily

（
家
族
）、「
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ヴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
な
の
だ

な
と
思
い
ま
す
。

門
戸
岡
田
町

　Ｍ
・
Ｍ

エッセイ
わたしの甲東
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

日
時

5
月
17
日
㈯

講
師

兵
庫
県
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

学
長

　田
辺

　眞
人
氏

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
80
人

段
上
公
民
館☎

53
・
0
9
3
1

☆
ザ
・
コ
ン
サ
ー
ト

„心
躍
ら
す

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
“

日
時

3
月
16
日
㈰

演
奏
者

　イ
サ
ジ
ャ
ミ
ン
グ
氏

定
員

当
日
先
着
60
人

高
木
公
民
館☎

65
・
1
5
6
9

☆
災
害
に
備
え
て
防
災
講
座

日
時

3
月
15
日
㈯

講
師

市
・
防
災
危
機
管
理
課

大
部
　亮
汰
氏

大
田
　紀
彦
氏

場
所

3
階
講
堂

定
員

当
日
先
着
60
人

☆
美お

い味
し
い
笑
顔
の

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時

3
月
22
日
㈯
11
時
~
13
時

講
師

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
み
か
わ
　み
き
氏

場
所

２
階
調
理
実
習
室

定
員

12
人

対
象

小
学
１
~
６
年
生

参
加
費

　７
０
０
円

※
詳
細
は
、
公
民
館
に
問
い
合
わ

　せ
て
く
だ
さ
い

☎
51
・
3
7
4
8

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

3
月
23
日
㈰

出
演

関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

場
所

講
堂

定
員

当
日
先
着
80
人

☆
質
の
良
い
睡
眠
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
講
座

　~
背
骨
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

自
律
神
経
を
整
え
よ
う
~

日
時

4
月
15
日
㈫
⑬
時
㉚
分
　

　
　~
⑮
時

講
師

Sintex®

認
定
ト
レ
ー
ナ
ー

　
　
　
　健
康
管
理
士
　

繁
田
　み
の
り
氏

場
所

講
堂

定
員

　当
日
先
着
40
人

☆
天
下
分
け
目
の
地
、
阪
神
地
域

　~
平
家
物
語
や

太
平
記
の
記
述
か
ら
~

甲
東
公
民
館

☆
音
で
つ
な
ぐ
地
域
の
絆

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
講
座

日
時

4
月
12
日
㈯

講
師

元
兵
庫
県
警
生
活
安
全
課
刑
事

鷹
取
　靖
彦
氏

場
所

3
階
講
堂

定
員

当
日
先
着
60
人

対
象

令
和
６
年
10
月
１
日
以
降

　
　
　生
ま
れ
の
子
と
母
親

　
　
　（１
歳
以
上
の
き
ょ
う
だ
い

　
　
　  

は
参
加
不
可
）

申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

段
上
児
童
館☎

53
・
8
3
0
3

☆
よ
ち
よ
ち
広
場

　「こ
ど
も
の
心
と
絵
本
」

日
時

　3
月
18
日
㈫

対
象

　０
~
２
歳

申
し
込
み

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
ひ
ょ
う
ご
出
前
環
境
教
室

  「
お
も
し
ろ
環
境
化
学
実
験
」

日
時

3
月
25
日
㈫

対
象

小
学
生

申
し

込
み

要
申
し
込
み

☆
は
じ
め
ま
し
て

赤
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

日
時

4
月
17
日
㈭

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⑩
時
㉚
分
~

⑪
時
㉚
分

⑩
時
㉚
分
~

⑪
時
㉚
分

15
時
~

16
時
30
分

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

13
時
㉚
分

~
15
時

　今
回
の『
宮
っ
子
』ふ
る
さ

と
甲
東
地
域
版「
す
ぽ
っ
と
」

で
取
り
上
げ
た「
門
戸
厄
神

で
あ
い
市
」は
、昨
年
11
月
で

１
０
０
回
を
迎
え
、
ま
た
、

今
年
４
月
１
日
に
は「
西
宮
市

市
制
１
０
０
周
年
」を
迎
え
ま

す
。さ
ら
に
、昭
和
で
数
え
る

と「
昭
和
１
０
０
年
」に
あ
た
る

メ
モ
リ
ア
ル
な
年
で
も
あ
り

ま
す
。
身
近
に
１
０
０
と
い

う
数
字
が
あ
ふ
れ
て
い
て
、

ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
♡
し
ま

す
。　『宮

っ
子
』は
、
昨
年
10
月

に
45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

編
集
員
と
し
て
関
わ
っ
て

11
年
。
取
材
や
編
集
作
業
の

中
で
、
た
く
さ
ん
学
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何

よ
り
も
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
増
え
た
こ
と
は
、
人
生
の

財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

編
集
員

　Ｓ
・
Ｈ

プ
チ
エ
ッ
セ
イ
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